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　防災の他、教育や障害福祉などの現場を対象に理論と実践
を繰り返しながら研究を進めています。教育現場では、イン
ターネットの普及により教える人と学ぶ人のマッチングの幅
は広がりました。しかし学んだ人が教える立場となる機会に
乏しく、学びの奥行きが深まりにくい傾向があります。人工
知能を介在させることで、役割を固定させない教育プラット
フォームを構築します。また障害福祉の現場では、健常者と
障害者間のギャップが支援者と被支援者の非対称性を生じさ
せていました。そのギャップを支援技術で埋めることにより
インクルーシブな社会の実現を目指します。

先端技術の研究や勉強を通じて「できること」と「したいこと」
の領域を広げ、その重なり部分を見つけていきましょう。研
究室で出会うメンバーは互いに教え学び合い一生涯切磋琢磨
できる最高の仲間です。自らの好奇心に従い、問いを立て、
思う存分に研究してください。未来の社会をデザインする先
導者となることを期待しています。

｜  メッセージ
つくば地域では筑波技術大学、産業技術総合研究所、筑波大
学病院、つくば市役所と、国内では資生堂、カワイ、ヤマハ
をはじめとする産学官連携による共同研究を行い、講演会、
ワークショップ、展示、システム導入などを通じて研究成果
を社会に還元しています。

1)  https://fusioncomplab.org/    2)  https://crowd4u.org/ja/projects/crest-cyborgcrowd   3)  https://crowd4u.org/ja/projects/ISeee

人の知性と人工知能を調和させる「融合知能」のデザインを
研究しています。
　人の認識能力を人工知能が超えるのは珍しいことではなく
なりました。しかし自然災害の様な毎度状況が異なるケース
では人の判断能力の方が迅速かつ正確に対応できます。双方
の能力を円滑に組み合わせる仕組みが今求められています。
好奇心や報酬などに基づく行動心理、絵の背景と形を瞬時に
把握できるゲシュタルト認知など、人には本来備わっている
特性があります。それらを活かして、インセンティブ設計や
インターフェースデザインを行います。


